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「世界の工場」 、 「世界 市場」 、 「中国脅威論」など様々な言葉がつけられている。ここで、一度中国と周辺のアジア諸国との経済関係を客観的にかつ冷静に把握することが必要であろう。
本書の目的は、まさにアジア地域
という空間の中で、中国の急速 経済発展とそれ 伴うアジア地域の経済変化を客観的な数値としてとらえたいというこ である。
ところで、この目的を達成するた
めに、どのようなツールを用いるべきであろうか。過去にも貿易統計、事例研究、集積に関する分析など、さまざまな手法が用いられてきた。しかし、あえて不足している 指摘できることは、国全体のマクロ経済と産業間取引につい 鳥瞰図にとらえられていない、とい こである。
国全体のマクロ経済の運行と産業
レベルの空間的活動を鳥瞰で るツールとして国際産業連関表がある。
国際産業連関表は、各国の産業活動の原材料投入、製品販売の状況が記されており、しかもそれは国を超えた取引活動までも示している。すなわち国際産業連関表は、空間経済における一国の産業活動のみならず、他国の産業との取引を把握することができるツールな である（国際産業連関分析については、例えば 本誌二○○一年一一月号の特集記事などを参考にしていただきたい） 。
本書は、この国際産業連関表の特
徴を十分に活用し、中 経済の勃興とアジア諸国における産業再編を空間構造の変化としてとらえ、できだけ鳥瞰図のように見通しよく分析することを主眼としている。そ 、本書の貢献としては、中 経済が急速に成長する様子を把握 ながらも、それに伴うアジア地域で起きている産業再編が客観的数値や図として示されたことがあげられる。また、国際産業連関分析の応用例を示していることから、現在の産業連関分析における分析手法の到達点も把握できよう。
本書の内容は以下の通りである。総論「中国の経済発展とアジア経
済」 （岡本信広・猪俣哲史・桑森啓）／第Ⅰ部「中国経済の勃興」／第一章「中国経済の発展と外資の役割」（金澤孝彰）／第二章「中国地域経済の成長要因分析」 （孟渤）／第三章「中国貿易財の質的特性変化分析」 （石倉智樹・柴崎隆一）／第四章「中国を取り巻く国際物流 成長




下のようにまとめられよう。中国の経済発展は，沿海部における外資企業を媒介として、海外との結びつきを強めながら成し遂げられた。この発展は、経済規模や貿易額な 量的な拡大のみ らず、技術的にも一定の進歩を伴いつつもたらされたのである。しかし、その一方で、アジアの産業ネットワークの中に中国が組み入れられつつあるもの 、電子・電気、輸送機械など付加価値の高い製品の中間財供給では、依然日本とアメリカが主要な役割を果たしている。とはいえ、中国の経済成長のスピードを考えてみると、今後中国は中間財の供給及び最終財の需要においてネットワークの一端を担うかもしれない。
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